
 

社会福祉法人射水市社会福祉協議会 

令和４年度 事業計画 
 

【事業方針】 

 少子高齢化により人口減少社会が到来し、また、団塊の世代が順次後期高

齢者となる 2025年を目前に控え、地域社会の相互扶助機能の低下等により、

多様で深刻な生活課題が顕在化しています。また、新型コロナウィルス感染

症の影響により社会経済活動は制限され、生活困窮等の課題が発生している

ほか、市民生活は大きく変容を余儀なくされ、心理的にも多大な影響を受け

ています。 

 このような中、市民一人ひとりが住み慣れた地域で、自立し安心して暮ら

すことができる福祉社会の実現に向け、「地域共生社会」の構築に取り組む

ため、本協議会では「いみず地域共生プラン（第２次射水市地域福祉計画・

第３次射水市地域福祉活動計画）」に基づき、市民が主体となり、「みんなが

つながり支え合う 笑顔でいきいき暮らせるまち 射水」を基本理念に地域

福祉を推進していきます。  

事業の計画に当たっては、 

「１ ともに支え合う人づくり」  

「２ 安心して暮らせる地域づくり」  

「３ 自分らしく生活できる仕組みづくり」  

を基本目標に据え、これらを具現化するための施策を講じることとし、特に

令和４年度は、地域福祉の担い手である地区社会福祉協議会への支援強化、

市内社会奉仕団体等との連携による災害時の支援体制の整備と学生の災害

ボランティアへの参画促進、そして、断らない相談支援体制の更なる強化に

ついて、市民のみなさまをはじめ、射水市や各種団体等とも一層連携し進め

ていきます。 

 

【重点事業】 ※「新」は新規事業、「拡」は拡充事業 

 

１ 地区社会福祉協議会の活動支援 

地域に根ざした福祉活動を展開している地区社会福祉協議会の活動  

  を支援するとともに、連携強化を図る。 

新 (1) 地区社会福祉協議会活性化支援事業 

福祉人材の発掘・育成や地域生活課題の早期発見及び解決に資す 

る先駆的な取組を支援し、地区社会福祉協議会の活性化を図る。 

 

２ 総合相談体制の機能強化  

生活困窮者等の自立をはじめとした福祉相談に応じ、地域における 

様々な福祉課題や生活課題に対応する。  



 

拡 (1) アウトリーチ支援員設置事業  

アウトリーチ等の充実により、社会参加に向けたより丁寧な支援の 

強化を図る。 

拡 (2) ひきこもり支援事業  

相談窓口や居場所の設置のほか、ひきこもりサポーターの養成及び 

フォローアップを行い、ひきこもり支援の質の向上を図る。  

 

３ 災害時の支援体制の整備  

   要支援者への災害時支援や日頃からの見守りについて、地区社会福祉

協議会や各種団体等と連携し、災害時に支え合える体制づくりを推進す

る。 

  (1) 災害救援ボランティア活動支援事業 

新  ア (仮)災害ボランティア連絡会の開催 

     市内の社会奉仕団体等との協定締結を契機に、行政、消防、防災士 

会等と連携を深めるため、 (仮)災害ボランティア連絡会を開催し、 

災害ボランティアセンター立上げ時の役割分担の確認等のほか、日  

常的な連携強化を図る。 

新  イ ふるさと講座を通じた災害ボランティアへの参画促進 

     市内３つの高校及び国立高専の生徒を対象とした、 (仮)「いみず 

野ふるさと講座」を開催し、いみず野の歴史や今後についてのほか、 

災害時の活動等について講義を行い、学生等若い世代の災害ボラン 

ティアへの理解と参画を促す。  

 

【活動方針】 
 

１ ともに支え合う人づくり 
市民一人ひとりが互いに思いやり、誰もが役割を持ち活躍できる地域

を目指し、地域福祉活動への理解と関心を深めるとともに参加を促すた

め、地域福祉の推進を担う人材の掘り起こしや育成、次代を担う子どもた

ちへの福祉教育の充実を図り、ともに支え合う人づくりを進める。 
 

(1) 地区社会福祉協議会の活動支援（再掲） 

地域に根ざした福祉活動を展開している地区社会福祉協議会の活動  

を支援するとともに、連携強化を図る。  

  ① 地区社会福祉協議会支援事業の実施 

② 地区社会福祉協議会活動推進事業の実施  

  ③ 地区社会福祉協議会運営体制支援事業の実施  

新 ④ 地区社会福祉協議会活性化支援事業の実施（再掲） 

 

(2) 地域福祉活動の担い手の育成・確保  

地域福祉の担い手となる人材の育成・確保を通じて、地域の中で住  

民同士の支え合い活動が展開される環境づくりを図る。  

  ① 福祉人材発掘・養成事業の実施 



 

  ② 民生委員・児童委員との連携及び活動への支援  

  ③ 点訳・朗読・手話奉仕員養成講座の実施  

  ④ 専門多職種連携ネットワークの促進 

(3) ボランティア活動の推進  

ボランティア活動の一層の普及を目指し、人材の育成強化を積極的に 

推進するとともに、発掘、養成を図る。 

① ボランティアの発掘・養成  

② ボランティアグループの育成支援 

③ ボランティア推進校の育成支援 

  ④ ボランティア活動の広報啓発及び調査・研究  

  ⑤ ボランティアセンターの運営と機能強化  

 

(4) 当事者の社会参加促進  

高齢者や障がい者等の積極的な社会参加につながる事業の充実や  

  支援を行う。 

  ① 福祉バス運営事業の実施 

拡 ② 福祉機材貸出事業の実施  

 

(5) 社会福祉大会の開催 

社会福祉の推進にご尽力いただいた人を表彰するとともに基調講演 

を開催し、市民の協働及び共生意識の促進を図る。 

 

２ 安心して暮らせる地域づくり 
地域の住民主体の支え合いの組織を核とした地域支え合いネットワー

ク事業を推進していくほか、全ての人の権利侵害や虐待等を防ぎ、また、

災害時の支援体制を整備する等、みんなが安心して暮らせる地域づくり

を進める。 

 

(1) ケアネット活動の推進  

地域住民自らが地域の福祉ニーズを把握し、その解決に取り組む活動  

を通じて、住民参加による福祉コミュニティづくりを推進する。 

また、医療、保健、福祉等、生活を支援する関係者とネットワークを 

構築し、誰もが安心して地域で孤立することなく生活できる地域づくり  

を進める。 

 

(2) 子育て支援ネットワークの充実  

   子どもの健全育成のため、子育てを応援したい方と子育てを応援して

ほしい方が相互に登録し援助するファミリーサポートセンター運営事

業の実施をはじめとして、子育て中の親子の孤立を防ぎ、地域の協力を

得ながら子育てができる環境づくりを推進する。 

 

(3) 地域ふれあいサロン事業への支援  

   地域における高齢者等の連帯意識の高揚と健康保持、認知症の予防  

  及び孤独感の解消を図ることを目的とした地域ふれあいサロンの活動

を支援する。 



 

 

(4) 災害時の支援体制の整備（再掲） 

   要支援者への災害時支援や日頃からの見守りについて、地区社会福祉

協議会や各種団体等と連携し、災害時に支え合える体制づくりを推進す

る。 

  ① いのちのバトン・避難行動支援事業の実施  

  ② 災害救援ボランティア活動支援事業の実施  

新  ア (仮)災害ボランティア連絡会の開催（再掲） 

新  イ ふるさと講座を通じた災害ボランティアへの参画促進（再掲） 

 

(5) 要介護者等への生活支援の充実 

要介護・要支援者等の日常生活を営むために援助を必要とする人や子

育て家庭等への生活支援体制の充実を図る。 

① 居宅介護支援事業の実施  

② 生活支援体制整備事業の実施  

（大島地区第２層生活支援コーディネーターの配置） 

③ ホームヘルプ事業の実施  

 

(6) 介護予防・日常生活支援総合事業推進に向けた連携強化  

市や地域包括支援センター等の関係機関との連携を緊密にしながら、

地域課題会議への積極的な参加やケアネット活動の普及啓発を図る等、

住民主体による円滑な事業の推進を図る。  

 

３ 自分らしく生活できる仕組みづくり 
課題を抱える人たちを包括的に受け止める体制整備を図り、断らない  

相談体制の整備や切れ目のない支援を実施し、誰もが自分らしく生活で  

きる仕組みづくりを進める。  

 

(1) 総合相談体制の機能強化（再掲）  

① 生活困窮者自立支援事業の実施  

ア 自立相談支援事業の実施  

イ 家計改善支援事業の実施  

ウ 就労準備支援事業の実施  

拡  エ アウトリーチ支援員設置事業（再掲）  

② ひきこもり支援事業の実施  

 ア ひきこもりサポート事業の実施  

拡  イ ひきこもりサポーター養成事業の実施（再掲）  

  ③ 日常生活自立支援事業の実施  

  ④ 生活福祉資金貸付事業等の実施 

  ⑤ 心配ごと相談事業の実施  

 

(2) 地域公益活動の推進 

地域における公益的な取組の推進を図るため、市内社会福祉法人が連

携を深め、福祉ニーズの把握、福祉課題の共有及び解決方法等について

検討を進める。 



 

 

(3) 商福連携の推進 

射水市商工会と本協議会が連携し、障がい者の働く場の確保や障害者

施設で作成する商品等の開発・販売について取組を進め、障がい者福祉

の向上を図る。 

 

(4) 地域福祉調査・研究事業の実施  

   ＤＸの推進等、本協議会が今後取り組むべき事業について、検討会等

による調査･研究を行う。  

新 ① 地区社会福祉協議会との情報共有アプリ導入に関する調査・研究 

新 ② 災害ボランティアセンター運営支援アプリ導入に関する調査・研究  

 

(5) 射水市社会福祉協議会の基盤強化  

地域福祉を推進する中核団体として、誰もが安心して幸せに暮らすこ

とのできる地域づくりを推進していくため、組織及び財政等の基盤強化

を図る。 

  ① 発展・強化計画の策定  

② 組織体制の強化 

ア 役員及び評議員への情報提供の充実 

イ 職員育成のための研修会参加及び情報の共有化 

新  ウ 組織内ＩＣＴ化の調査・研究  

  ③ 財政の健全化 

ア 会費や市補助金等の安定的な確保  

イ 財政健全化の調査・研究  

  ④ 広報紙・ホームページ等による市民への情報提供  

ア 広報紙「福祉いみず」の充実  

イ ホームページによる情報発信 

  ⑤ 顧問弁護士の配置 


